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立命館大学における新任教員FD研修プロ グラム の 改善と汎用

林 泰子
＊）

沖 裕貴
＊Z

　2009年度よ り立命館大学の 新任教員 を対象 に教育力量の 向上支援 として ， 2年間 （最長4年間）
の FD研 修プ ロ グラ ム を実施 して い る。 2010年度末に第 1期修了者 11名 ， 2011年度末に第2期修了者
16名 を輩出 した 。 修 了者の 満足度は高か っ たが，各着任年度受講者 の 修了率は 30％前後 と低 調で あ

っ た。2012年度 の FD研 修実施 に 向け， 受講者 の ア ン ケー ト調査をも とにプ ロ グラ ム の 課題 点 に つ

い て見直 した。

　本稿で は ，受講者の FD研修への 参加 ・受講 に対する負荷要因を検討 し，受講者ニ
ーズに即 した

汎用性の 高い プ ロ グラ ム とす るた め，新規講座 の 開設や受講講座 の 選択方法などプ ロ グラ ム の 改
善 とそれ に伴い 発生する課題へ の 対応 につ い て 報告す る。
〈 キ

ー
ワ
ー

ド〉　実践的 FDプ ロ グラ ム　新任教員FD研修　教授 ・学習支援能力

1 ．は じめに

　2008年度の 文部科 学省の 教 育GPに よ り立命

館大 学が連携大学 とともに開発 した 「実践的FD
プ ロ グ ラ ム 」は，2009年度 よ り本学の 新任教員

を対象に FD研修 プ ロ グラ ム と して 実施 して お

り，2011年 3月末に GP期間 の 終了を迎えた。現

在，2年間の ポ ス トGP期間 と して本プ ロ グラ ム

を実施 して い る。

　実践的FD プ ロ グ ラ ム は ，大学教員に求め られ

る教授 ・学習支援能力 の 育成を到達 目標 と し ，

主 に 教育関連 学に 関する理論 （VOD），授業技術

や コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 技術 に 関す る ワ ーク シ

ョ プ （WS），メ ン タ
ー教員 によ る 日常的な教育 コ

ン サ ル テ ーシ ョ ン ，お よび最終課題 の テ ィ
ー

チ

ン グ・ポー
トフ ォ リオ （TP）作成か ら構成 され て

い る 。
2010年度末には，所定の研修を終えた第

1期修了者 11名 ，
2011年度末に は第 2期修了者

16名 を輩出 し ，
立命館 大学 学長 よ り修 了証が

授与された。

　受講者の ア ン ケー
トで は，満足度や到 達 目標

の 達成度につ い て 高い 評価を得 て い る 。 また ，
テ ィ

ー
チ ン グ ・ポー

トフ ォ リオ の 作成 に つ い て

は，自身 の 教育理 念や到達点 を整理 し ， 省察を

す る 良い 機 会 とな っ た と捉え て お り，今後の 教

育活動 へ の 反映 が 期待 で き る 。

　
一
方，ワー

ク シ ョ ッ プ の 開催時期や個 々 の ニ

ーズ に対応 した受講内容など，検討課題 が示唆

された。これ らに っ い て，2012年度よ りプ ロ グ

ラ ム 運用の 柔軟化を図 り，受講 し易 い 環境整備

を 目指 し て い る。

2 ，2011年度の修 了状況

　本プ ロ グラ ム の 修了要件は，着任年度 か ら2

年間 （最長 4年間まで延長可能）に指定 の オ ン

デ マ ン ド講義 （VOD）15本 ， ワ ー
ク シ ョ ッ プ

（WS）10本 の 中か らそれ ぞれ 6割以上 の 受講，お

よび テ ィ
ーチ ン グポー

トフ ォ リオ （TP）の 作成

として い る。2011年度時点で は 40本 の オ ン デ マ

ン ド講義が 開発 されて お り，うち15本を指定 し

て い る。な お ，2009年度 か ら2011年度着任 の 専

任教員の うち専任教員歴 3年未満 の 教員に対 し

て ， 新任教員FDプ ロ グ ラ ム の 受講 は必須 とな っ

て い る 。 新規着任教員の 着任年度 と受講対象 の

人 数を表 1に示 す 。

（1） 受講対象者概要

表1FD プ ロ グラム 受講対象者数

着任年度 必須 任意 合計

2009年度 39 45 84

2010年度 49 37 86

2011年度 26 31 57

合計 　　 　　114　　 113　　 227

（2009年度着任〜2011年度着任）

（2）研修修了者数 ・修 了率

　2011年度末の 修了者は 16名で あ っ た 。 そ の う

ちオンデ マ ン ド講 義15本 ， ワ
ー

ク シ ョ ッ プ 10
本 の プ ロ グ ラム を100％受講 した優秀修了者は6
名，うち1名は任意受講者で あ っ た。

  2011年度修了者数 ： 16名

（優秀修了者6名を含む ：必 須5名 ， 任意1名）
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【2011年度修了者内訳 】
・2010年度着任 （受講2年 目） ： 13名

　 （優秀修了者 4名 を含む ）
・2009年度着任 （受講3年 目） ： 3名

　 （優秀修了者 2名 を含む ：必 須 1名，任意 1名）

  着任年度別修了率

◆ 2009年度着任修了者合計 ： 14名

（2010年度修了者 11名 十 2011年度修了者3名）
・優秀修了者 （内数）：5名

（2010年度優秀修了者 3名 ＋ 2011年度優秀修了

　者2名 ［うち任意 1名］）
・修了率 ：33．3％
＊ 2009年度着任修 了者 の うち受講 の 必須対象

教員 39名 中13名で 算出 した 。

◆ 2010年度着任修 了者 ： 13名
・優秀修了者 （内数）： 4名
・修了率 ：28．　8％ （45名中13名〉

＊年度途中で の 退職者1名 ， 学外研究者 2名，休

　業者 （産休 ・育児）1名の 計4名を除い て 算出

　 した。

（3）2011年度 まで の 成果と課題

2011年度末の 第 2期修了に 向け，「教授 ・学習

支援能力」の 修得に対 す る自己評 価として，2010

年度着任の 修了者お よび受講率60％以上 の 比較

的良好で ある受講者に対して ア ン ケ
ー

トを行 っ た

（表 2）。 前年度と同様に 6っ の 観点 25項 目の 修

得度に つ い て 1点 ：「そ う思 う」
〜4点 「とて もそう思

う」の 4件法で回答を求めた 。 対象者 となる21名 の

うち12名 （回収率57％）から回答を得た 。
25項 目中

16項 目で 3．0点以上 の 自己評価得点を得られ ，
「3．

授業の 質の 保証」「5．自己 の 専門性の 継続 的発

展」で は高い修得度が見られた 。 また ，
「研修 目標

の 達成度 （3，1点）」や 「総合評価（3．3点）」も高得点

を維持 し，全体にお い て 前年とほ とん ど同様 の 結

果 で あっ た。また全 10回の ワークシ ョ ッ プで毎 回

実施される5点 満点 の 事後ア ン ケ
ー

トにお い て も，

の べ 251人 の評価 は，「満 足度4．3点」「到達 目標

の 達成度4．3点」と，前年度とほ ぼ同じ高得点を維

持して い た 。 この 結果から， 本プ ロ グラム の 大学教

員に 求められる教授・学習支援能力 の 育成 に 関

する本取り組み の 成果が見られた。

　
一一方 ， 2010年 度 ，2011年 度 の 修 了 率 が ，

33．3％ ，
28．8％とそれぞれ低調で ある要因として ，

授業や業務などで 研修に対する時間確保や時間

調整が厳しく負荷が大 きい とい う問題 が，前年度

か ら同様に記述 ア ン ケ
ー

トにあが っ て い た。

　受講しやすい 環境を整備し， 講座編成の 精査 ・

検討を行い プロ グラム の 柔軟化を図るこ とが急務

で ある。加 えて ，受講者 が修了 を目指して受講す

る意欲を喚起する仕組 みを学内 に働きか けるこ と

も重要で あると考えられる。

表2　教授 ・学習支援能力に対する受講者の 自己

教授・学習支援能力
2009　 　 2010
着任　 着任

蠡靆麟 纛磯
鵬

繍 1韈 瓢1…撥 1黶 ＿曜 、乙 蠶
1：　 　 子 　に　 　 　

一
　 ・

口囲
・

解で きた
3．13 ．1

2 ：字 　＿は い か に
厂
子 ぶ か 　　　　　し こ コ ー

ス 設 計が で き る
2．93 ．o

3 ：チ 臼 　　 心 の 　 　 の 載 青　 言 画 ・で
きる

3．13 ．2
4 ：

ア 日 　　 心 の 　　 に必　 よ目 示 載 疋

とそ の 適切な記述 がで きる
3．L3 ．0

5 ；子 　　 　 心 の 　 　．に ’
い て 　　 よ

一1
価 観 点 の 設 定 と評 価 方 法 の 選 択 が で き

る

3．22 ．8

6 ：ア クテ ィ ブ ・ラ
ー

ニ ン

た授 業の 設計 と計 画が で き る
2．92 ，8

2…・
…
轍 およ

广・、学習ξ爵繊 劇、…i…・蕣懸叢耋…iiミi：ンi攀…飜……、
…
…

广
Ψ貿

广
内、曜内广

F 高等教 育に お い て 学習者 中心 の 授 業

を実施す るた め の 教授 ・学習 方 略，方

術 が 理解 で き た

3．13 ．1

2 ：
子 　　 　　 　 る　 々 よア 　 ノ ロ シ

ー
の 特徴，利用 方法 を 理解 し，授 業 に用

い る こ とが で きる

2．82 ，8

3 ：字
馳
　　　 こ 心 じて　

’
　 に　 　　　 ン

正
・転換 で き る

2．93 ，0

4 ：意 欲 的 に学生 と 協同 して 授業 を進め

る こ とが で きる
3．o3 ．0

5 域 　 　7 　 に 函 　る
」
　　 　　 　 　 の

プ ロ セ ス ，成果 を積 極 的 に 授 業 に 取 り

込 むこ とがで きる

3．02 ．8

6 ；ア ク テ ィ　 ・
ラ
ーニ ン　 　 　 ，入

た 授 業が 実施 で き る
2，72 ．8

3、授乗蘇 の　 灘 ：
’：鰐

气
　 、  、，『囁

、　 　 i・、’　　べ

1 ：　　　・
≠ 　　　　　，　　　　こ ト じ こ　　目

効果 の 評価方法が 理 解で きた
3，33 ．1

2 ；　 　 　 り 　 　 　よ　 　 言
，
　 、で 　 る 3．33 ．3

3 ：　 円 　　．の 口L　 、占　 に っ い て芋 　 二

効果 的な フ ィ
ー

ドバ ッ クが で きる
3．o3 ．0

4 ：目　 の
1
　　 　　 　

’
　 、し ，　 口

る
1
とがで きる

3．33 ．3
5 ；ア クテ ィ　

・
ブ
ーニン

た授 業 の 評価 が で き る
2．92 ，8

覇 藤 瞬 黷 灘 i．…．
『
臥

蠅 ．、
’
照 ．じ∵

．β匸、．羹窶、・P・ 　 ＿騰 、．　礼匸二‡ぴr匸
1：

子 　 コ ミ ュ ニ テ ィ の 彡　　　　
・
し

うレ し て い る
2．82 ．8

2 ；　 々 よ メ ア イ ア
〕
ツ
ー

ル 　　
ー
　 し，

効 果 的 な 学習環境 の 整備 や 学 習 支 援 が

で きる

2．92 ．7

3 ：子 　 　　 の 乙　 の ツ
ー

ル 　 県 児 の

発 が で き る
2．42 ．6

6：…鑞 の奪颶鰰 纏轍 鱗 震
∈ 惣 ワ瓢 傭 窟

1：字 　　の　　　　．　 祕 ），　
．．
　し　　つ

して い る
3．43 ．4

2 ：目 ．の 　 ヤ
1
ア の

＝
卩　 　 酌 ‘

・
よ

発 に 努 め よ う レ してい る
3．13 ．5

3 ：　 チ 　　　　 の
一
　　 して 　　 こ

が で き る
3．43 ．4

4 ：吊 に IH 奪　　目　　　　　　に 　・　 る　　し

い 知 識 を 取 り入 れ る こ とに 努め よ う と

して い る

3．53 ，6

6．大 学鰺 鋤 必婁攀拳れる力
’　詣nR 、ア

L 、 口　 　 子 の 　 子 に つ い て 　　 で

た
3．o3 ，3

研繝 臟 鼕繊 黶1繋 　 　 　 　 ・…・1i｝；・；
广

戸 广巾、、广广
　 　 の　　 ，　 　

’
　 　 、ア　ティ　

・
ラ

ー
ニ ン グ を実 践 で きる力 が 身 につ い た

2．83 ．1

総 評 　　　　　　　　　　　　，，、
決

大学教 員の教 育 力の 向 上 に，この プログ
ラム は 有 用で ある

3．43 ．3

一179一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

日本教育情報学会第 28 回年会 Aug ．25 −26，2012

表3　教授 ・学習 支援能 力 と 新講座編成の 対応 表 （カ リキ ュ ラム ・マ ッ プ）

」」广∈ 噛
際 　 聯 數飜 ・D 瀚 灘

欝 、
．。

オ ン デ マ ン 救鵬 〉
熔

け 一嫌 ：・ ッ 馨黐 ）総

　 　 　
广
囎 ・

研 究 （v  ）

孅
こ
：

　 　 、蹠＿揮　　　 　
』
i广．、蒸

　　 聳麹運醤飜 ）

F

．．　 1
　 　 　  　　　

F
廷

1．学 習 活 動 磯
『

設計

◎ 授 業 設 計 論 1
・授 業 設計 論 H

●授 業設 計論 演 習 1
●授 業設 計 論演 習 H
●授 業 設 計 論演 習 皿

2．教 授 お よ び

学 習 摺 動 の 展

開
广

・教授学習理 論 【

・教授学習理 論 H
・教授 学習理 論皿

● 教 育 方 法 論 1
● 教 育 方 法 論 旺

一
●心 理 学 亘

◎ 心 理 学 皿

◎ 心 理 学 皿

◎教授 学習理論演習 1

◎教授 学習理 論演習 H
◎ 教育方 法 論演習 H
◎ 教育方 法 論演習 皿

◎心 理 学演習 1

◎心 理 学演習 H
◎ 心 理 学演習皿

●FD概論 1

◎教育評価論 1

◎教育評価論 n
3、授 業 の 質 の

藻謎

●教育評 価論演
11

◎教育評価論皿
o 　

賞

評価論　 　 n
◎ 教 育方 法 論IV
● 教 育方 法 論 V

・大 学管理 運営 皿

◎大 学管理 運営w

●心 理 学IV

・大学管理 運営 V
・大 学 管理 運 営燗

◎ 大 学 管 理 運 営皿

毒鋤 果 的 な学
習韈 境 お漆び
掌 習 支援 環境
の 殲発

　
泓一

　　 ；囀
＠ FD概 論 H
・プ ロジ ェクト

・
マネジ メント

5．厳己 優難 r
性 の 継 続 醗 な

発展 　 　　
巾

■ 高等 教 育論 1
−
◎高等教育論 皿

◎高等教育論 W
・高等教育論 V

−
・高等教育論皿

・研 究 の アウトリ
ーチ

　活動 1

◎研究者倫理 1

＠ 大 学管理 運営 1
・大 学管理 運営 H

　 　 　 　譲…二、’

躔 蹴
る能力

●立 命 館 学 1
・立命 館 学 匚
・立 命館 学 皿
・
立命館 学 IV

3 ．2012年度か らの プ ロ グラ 厶 改善内容

　上記 の 表 3は，2012年度か ら新講座編成 と し

て提供する 「新任教員FD研修プ ロ グ ラ ム 」 の 講

座 と，教授 ・学習支援能 力 の対応 を示すカ リキ

ュ ラ ム ・マ ッ プ で あ る 。 新任教員が教授 ・学習

支援能力 の 「教育」を中心 とした能力の 育成 を

担保す るため には，単に受講講座 の軽減や
一

部
の 講座 群の み に偏 重す る こ とを回避 しな けれ

ば な らな い 。 その うえ で ，本カ リキ ュ ラム ・
マ

ッ プを もとに，受言冓者が既有の 知識や技能など

を勘案 して各 自の ニ
ーズ に対応 し た選択 が可

能 となる，柔軟性 を もたせ たプ ロ グ ラム 提供 へ

と改善 した 。

（1）必修 ・選択講座の設定

　2011 年度 ま で は ，
15本 の VOD と 10本 の WS が必

修講座 と し て 指定 されてお り ， そ の 中か ら60％

以上 の 受講 を修了要件 として い た 。
2012 年度か

らは 全体を見 直 し
， 表 3に 記 され て い る講座 （オ

ン デ マ ン ド講義 （VOD）全 40本 ，
ワ ー

ク シ ョ ッ

プ （WS）全 12本）か ら必修講座 と選択講座 を設

定 した 。 表 中 の エ墾は2012年度 よ り新た に修了

要件 に含めた講座 （VOD ：13本 ，
　 WS ：2本），●印

は必修講座 （VOD：8本 ，
　 WS ：4本〉，◎印は選択

講座 （VOD：17本，　 WS：8本）， ・印は修了要件外

の オプ シ ョ ン （VOD ：15本）を表 して い る。

　必修 講座 の vOD8本 （教育方法論 1 ・n ・v ，

心理 学 1 ・　IV，高等教育論 1 ，立命館学 1
，
FD

概論 1＞とWS4本 （授 業設計論演習 1 ・H ・IH，
教育評価論演習 1 ）を Basic 講座 と し，残 り の

必要講座にお い て は ， 選択講座が増加 し た こ と

で 各 自の ニ
ーズ に対応 した選択 の 幅 を広げた。

また，FDの 進展 に合わせ たVOD （教育方法論 V ，
心理 学IV

，
　FD概論）や WS （教育評価論演習 1，）

を盛 り込み新たに必修扱い と した 。 さ らに，別

枠で設 けて い たテ ィ
ー

チ ン グ・ポー
トフ ォ リオ
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作成演習 を新規WS と し て 設定 し，内容が難 しす

ぎる ・分か りに くい とい う受講生か らの評価が

あ っ た VODやWSの 精選 も行 っ た。

（2）修了要 件

  オ ンデ マ ン ド講義の 受講 ・レ ポー ト提出を9

　本以上 とする。内訳は必修8本 ＋選択 17本か

　 ら1本以 上を選択 し，計 9本以上 とす る。なお ，

　計15本 の 受講 をも っ て 100％受講 とする 。

  ワー
ク シ ョ ッ プ参加6本以 上 とする 。内訳 は

　必 修4講座＋ 選択8講座か ら2講座以上 を選択

　し ， 計6本以 上 とする。なお ，計 10講座 へ の

　参加で 100％受講 とす る。

  チ ィ
ー

チ ン グ ・ポ ー トフ ォ リオ の 作成 ・提出

　を最終課題 とする。

4 ，プロ グラム 改善に ともな う課題

　プ ロ グ ラ ム 改善前は ，各オ ン デ マ ン ド講義の

レ ポー
ト提 出時期や，ワーク シ ョ ッ プ の 受講 の

順序 な どが 1年 目 ，
2年 目に割 り当て られて い た
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一
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’・…：轍 三　 奪帚虞　i…講 1…・・一毳1鑢 ド

が ，今年度か ら は VOD，　 WS と もに 随時 自由に受

講可 能 となっ た。ただ し，WSは2年間を通 じて 1

回の 開講で あるため，本プ ロ グ ラ ム の 受講 ス ケ

ジ ュ
ール の 目安 となる受講モ デル を提案 した

（図1） 。 講座編成の 移行に あた り検討す べ き

点 と対応 を以下に示す 。

  過年度受講者 へ の 対応

⇒ VODに 関 して は 旧プ ロ グラム に準 じる 。
　 WS に

　関し て は 2本の 新規 （教育評価論演習 1 ・ll）
　 も受講 可能 とす る （参加 した場合は，修了要

　件 の 6本に含む ） 。

  新た に必修 ・選 択に指 定され VOD
， お よ び 選

　択で 受講され た VODの レ ポー
ト・コ メ ン トに

　 つ い て 。

→ 必修 ・選択 の 位置づ けの 変化に伴 う課題設定

　や レ ポー
トの フ ィ

ー
ドバ ッ ク の 増加 な ど に

　対 し，講師の理解 と協力 を仰い だ。 しか し，

　 レ ポ ー トの 提 出期間を設 けて い ない こ とや

　 自由選択に よ り， 提出が殺到する可能性や提

　出時期が 予 測 で き ない な どの 課 題は 払 し ょ

　 くで きない 。

  WSは，これまで は基本的に 1年 目， 2年 目に

　 順 に受講で きる よ うに開催 して きた が ， 随

　 時受講可能 とな っ た ことで 参加人数 の増減

　 を早 め に把握 し ， 対応の 準備 をす る必 要が

　 あ る 。

  過 年度受講者 と新プ ロ グラム 受講者 が混在

　す る中で ，プ ロ グラム運営が複雑に なる。

⇒ 複雑 に な る の は必 至 で ある と思 われ る。事

　務的な 対応 以外 に も様 々 な課 題 が起きる と

　考 え られ る が ，教職協働 の もと，情報 を共

　有 ・協力 して 対 応を検討 し て い く。

　2012 年度着任の 新任教員 FD研修 プ ロ グラ ム

の 受講が必須で ある教員は 41名 と人数 も多く ，

WSで は過年度受講生 と共 に受講する こ とにな

る。過年度受講生 が不公 平感を抱 い て モ チ ベ ー

シ ョ ン を下げるこ と の な い よ う配慮 し， 今後 に

発 生す るで あ ろ う課 題に対 し て 迅速に 誠意 を

持 っ て 対応 して い く こ とが ，本プ ロ グ ラ ム を 円

滑 に実施 し て い くうえ で 要に な る と考え る。
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一181一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


